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＜巻頭言＞ 
 
明治大学図書館情報学研究会紀要 No.2 の発刊にあたって 
 
        文学部司書・司書教諭課程主任 
                齋藤泰則 
 
 
 明治大学図書館情報学研究会では，2010 年度の活動として，10 月 23 日に「MLA 連携の意義
と課題」をテーマとするシンポジウムを開催し，６月 21 日には「業務委託制度による図書館運
営のあり方」，11 月 20 日には「福島県の公共図書館における学校支援の現状について」をそれぞ
れテーマとする例会を開催しました。シンポジウムと例会の概要については，本誌『明治大学図
書館情報学研究会紀要』No.２（以下，本号）の巻末に掲載しましたが，詳細については，『司書・
司書教諭課程年報 』No.11 (2011.3)をご覧ください。 
本号には，シンポジウムでご発表いただいた古賀崇先生と松下鈞先生に発表内容をもとに論文
としておまとめいただいたものを掲載しました。古賀先生の論文は，博物館，図書館，文書館の
連携に関する理論的枠組みについて考察したものですが，MLA 連携の意義を理解するための基
本的視座を与える論考といえます。松下先生の論文は，音楽分野を対象に MLA 連携について論
じたものですが，情報の生産と流通の観点から音楽資料の連続性とそれに基づく MLA 連携の必
然性が指摘された興味深い論考となっています。 
  本号には，以上のシンポジウム関連の論文以外に，本学司書・司書教諭課程専任教員の三浦太
郎氏と青柳英治氏の論文，本学教育支援部ユビキタス教育推進事務室の宮原俊之氏の論文，さら
に本学文学研究科博士後期課程の佐藤雄大氏の論文を掲載しました。宮原氏の論文は，本学司書・
司書教諭課程および司書講習において実施している e ラーニング（メディア授業）について取り
上げたもので，メディア授業の評価や今後の課題などについて，教育工学の専門家としての視点
から論じられています。佐藤氏の論文は，『大衆の反逆』という著作で知られているスペインの哲
学者オルテガの司書論を取り上げたものです。オルテガの哲学思想のなかで図書館という存在が
どのように位置づけられているかを知るうえで貴重な論考といえます。 
 以上のとおり，本号には，多様なテーマの論文が掲載されており，図書館情報学分野の関心領
域の幅広さを反映するものとなっています。是非，ご高覧いただき，会員諸氏から忌憚のないご
意見，ご感想などをお寄せいただければ幸いです。 
   
